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あらまし：本研究は、中国の日本語非専攻学習者を主な対象とし、アンケート調査を通して学習者は日本
語学習におけるオンデマンド型授業の利用状況や意識を明らかにする。今回の「オンデマンド型授業」は、

学習者が持つ動機によって自発的に学習を行うために利用されている授業である。新しい知識やスキルを
習得するためにオンデマンド型授業が主流になりつつあるが、必要なインタラクティブ性が不足している
ため、従来の学習方式を完全に成り代わることはできない。また、日本語非専攻者と専攻者の比較から分
析を行い、使用傾向やストラテジーの分析結果により、非専攻学習者向けのオンデマンド型授業のデザイ
ンを試みた。データから得られた結果は客観的であるが、今後はより規模の大きなサンプルやレベルの研
究に進むことが求められる。
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1. 研究目的
H本語の学習における、専攻の学生よりも、非専

攻学習者の方が多くの課題に直面している。このよ

うな背景から、オンデマンド型授業は柔軟的な学習

方法として日本語非専攻学習者に選択されるように

なってきている。しかし、今のところ日本語非専攻

学習者によるオンデマンド型授業の利用状況に関す

る研究はまだ足りない。本研究の目的は、日本語非

専攻学習者が日本語学習過程におけるニーズ、学習

動機、学習目標、学習リソースとツールに対する期

待など深く理解することである。オンデマンド型授

業を利用する理由や具体的な偏向を調べることで、

学習者がどのような学習方法を好み、どのよ うに個

別化すればよいかを明らかにする。オンデマンド型

授業を利用している学習者が、言語能力の向上や知

識の習得など、実際の学習効果を調査する。

また、 学習者がオンデマンド型授業を利用する際

に直面する課題や困難を分析し、オンデマンド型授

業の設計とサポートの改善を提案する。本研究の結

果が、日本語非専攻学習者により良い学習支援やリ

ソースを提供し、活用されることが期待される。

2. 研究の方法

2.1 調査対象

学部で日本語を専攻する学生と日本を専攻しない

学生を分析対象とする。日本語専攻 50名、日本語非

専攻 76名で、中国南京市にある大学生、および、現

在日本に留学している学生であった。

2.2調査方法

調査紙は，「基本情報」「オンデマンド型授業の利

用状況」「オンデマンド型授業の利用傾向」「オンデ

マンド型授業への提案」の 4つの部分で、合計 35

問の質問で構成されている。

3. データ結果

3.1 基本状況

オンデマンド型授業の認知度に対しては、中国で

は明確な基準がないため、一般的にはオンライン授

業と呼ばれている、学生や教育者はオンライン授業

ほどオンデマンド型授業に熟知度は高くない。

3.2利用傾向

回答者のうち、通常パソコンでオンデマンド型授

業を利用している人が 42％で最も多く、 21％がタブ

レット端末、 37％がモバイルで利用している。学習

者は、パソコンやモバイルを通じて日本語のオンデ

マンド型授業を利用する傾向が強いことがわかる。

オンデマンド型授業を利用する時間帯は、夜が最

も多く (63.2%)、次いで週末 (19.7%)、午前 (7.9%)

と午後 (9.2%)がほぼ同じである。よって、非専攻

学習者は週末と夜に日本語を学ぶことを好むことを

示している。

3.3ストラテジ一

「日本文化に関心を持っているか」という質問に

対し，「l．非常に関心を持っている 2.やや関心を持

っている 3. 普通 4. あまり関心を持っていない」

という四段階から一つを選択してリッカート尺度を

用いた。その結果，平均値は，非専攻者（3) と専攻

者 (2.8)近いので，日本語への関心度も同じだと考

えられる。t検定の結果でも、両群間で有意差は見な

れなかった(p>.05)。
非専攻学習者がオンデマンド型授業を利用して日



本語を学ぶ動機のデータから見ると、自身の語学力

向上のためにオンデマンド型授業で日本語を勉強し

ている人が非常に多いことが分かった。

日本語のオンデマンド型授業の選択に影轡を与え

る要素の質問には、「内容の関連性」を選んだ人が全

体の 67％と最も多く、内容の関連性はオンデマンド

型授業の選択に直接影響する最も重要な要素である

と推測される。

オンデマンド型授業とライブ配信型授業は、オン

ライン授業の二つ異なるモードであるが、最大の違

いは、オンデマンド型授業は自分のスケジュールに

合わせて、いつでもどこでも学べるという時間の柔

軟性が高いことである。調査では、ライブ配信型授

業よりオンデマンド型授業を好む人が 35％で、オン

デマンド型授業を好む人は、学習のプロセスをより

よくコントロールし、自分のペースに合わせること

ができるからであることがわかる。しかし、一部の

学習者はライブ配信型授業に慣れていて、教師の指

導の下で学習しやすく、直接の手本と説明を通じて

知識がよりよく理解と習得につながる場合もある。

「今後の日本語オンデマンド型授業で望む新機能

やコンテンツ」については、技術向けの新機能を望

む学習者が新しい内容を望む学習者の約 5.6倍であ

る。これは現在の日本語学習に関するコンテンツが

十分に充実しており、技術の機能が学習者のニーズ

をすべて満たすには程遠いためだと考えられる。

3.4利用差異

非専攻者のオンデマンド型授業の平均受講時間は

33.25分間で、専攻者の平均受講時間は 20.4分間と

なる。これは、非専攻学習者が文法や語彙などの基

礎知識が少ないため、日本語の内容を理解し吸収す

るのに時間がかかるのに対し、専攻者はすでに日本

語の基礎がある程度身についているため、より早く

内容を理解し、日本の文化や歴史の紹介に関心が高

いからだと思われる。

「余暇に日本語を勉強する意欲があるかどうか」

については，非専攻者（「はい」 82%,「いいえ」 9%,

「どちらでもいえない」 9%),専攻者（「はい」 82%,

「いいえ」 4%, 「どちらでもいえない」14%), であ

った。意欲のある人「はい」の割合は同じであるが、

意欲のない人 「いいえ」は、専攻者の方が少ない，

ということが分かった。

表 1には、オンデマンド型授業を利用した後、授

業内容を理解できるかどうか、学んだことを実際の

生活で活かせるかどうかについては、非専攻者と専

攻者の意識は基本的に同じであることがわかる。専

攻者の中で、「あまり理解できない」と答えた人はゼ

ロであり（表 1)、専攻者は日本語の基礎や専門知識

を身につけており、複雑な言語構造を理解しやすく、

学習内容をより深く理解することができるからであ

ろう。相対的に言えば、非専攻者は日本語について

の先行知識が少ないため、学習効果に多少の違いが

ある。

表 1 日本語オンデマンド型授業の理解度

日本語オンデマンド型授業から学んだことは

理解できるか（人数とその割合）

完全できる
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あまりできない
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3.5学習環境デザイン

調査結果から筆者の考える提言は次の通りである。

コンテンツ提供者は学習者の動機に合わせて日本

語のオンデマンド型授業を設計することが必要であ

る。ソーシャルメディア上のオンデマンド型授業は、

30分の動画の中で知識をポイントごとに短いコン

テンツに分割する方が良い。簡潔で理路整然とした

ホームページは、訪問者が探している情報を見つけ

やすく、ユーザーの満足度を高め、訪問を継続する

可能性を高める。

4. まとめ
今回の分析結果から、学習者のデバイスやプラッ

トフォームの利用の好みが明らかになったことで、

今後、異なるプラットフォーム上やデバイスによる

互換性も考慮する必要がある。

普段日本語専攻学習者は教師の役割に依存する傾

向が強いと認識されているが、本研究では有意な差

は反映されなかった。非専攻者も専攻者ともに、オ

ンデマンド型授業に対して肯定的な態度を持ってお

り、時代の技術発展に対応したオンデマンド型授業

の改善に対する技術的な期待も麻い。これはオンデ

マンド型授業の改善や発展に実践的な示唆を与える

と思う。

5. 今後の展望

サンプル数が少ないため、今回のアンケートには

限界が存在している。将来的にはサンプル規模を拡

大し、より多くの分野背景を含めた比較研究を行う

ことも考えられる。今後の研究では、学習経験と効

果を向上させるために、オンデマンド型授業におけ

る新しい技術の運用に焦点を当てる必要がある。
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